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会　場：鳥取大学附属小学校
内　容：全体会
　　　　公開授業 I・II（各教科・領域）
　　　　教科・領域別研究発表会
講演会：京都大学准教授 石井英真先生（オンライン）

期  日
2023

111水

【略歴】    1977 年兵庫県洲本市生まれ。京都大学大学院教育学研究科博士後期課
程修了。博士（教育学）。専攻は教育方法学（学力論）。 日米のカリキュラム研究、
授業研究の蓄積に学びながら、学校で育成すべき資質・能力の中身をどう構造化・
モデル化し、それらを実質的に実現しうるカリキュラム、授業、評価、教師教育
をトータルにどうデザインしていけばよいのかを考えている。初等・中等教育段
階の先生方と協働で、現場での授業改善を軸にした学校改革にも取り組んでいる。

演題 :『個別最適な学びの実現に向けて』
講演会（オンライン）

京都大学大学院教育学研究科准教授 石井英真先生

[ 主な著書 ]     『今求められる学力と学びとは―コンピテンシー・ベースのカリキュラムの光と影』(単著・日本標準 )、『授業づくりの深め方』（単
　　　　　　　 著・ミネルヴァ書房）、『未来の学校―ポスト・コロナの公教育のリデザイン』（単著・日本標準）、『GIGA のなかで教育の本質を問う』
                             （共著・日本標準）、『流行に踊る日本の教育』（編著・東洋館出版社）、『教師の資質・能力を高める ! アクティブ・ラーニングを超えて
                          いく「研究する」教師へ』（編著・日本標準）、などその他多数。



公開授業Ⅰ ●教科・領域　●学級　●単元名・題材名　●研究テーマ　●授業者　●共同研究者

● 国語　● 1 - 1
● どくしょはかせ　とっておきの１さつをしょうかいしよう
● 個別最適な学びの視点を生かした読書活動
● 綱本　圭祐
● 小笠原　拓 (鳥取大学地域学部）

● 生活　● 1 - 2
● きせつとあそぼう　あき
● 探究的な学習の基礎をつくる生活科学習
● 山本　紗弓
● 塩野谷　斉 (鳥取大学地域学部）

● 社会　● 3 - 1
● はたらく人とわたしたちのくらし～店ではたらく人～
● 個別学習の中で、児童が疑問に感じる瞬間を設定する社会科学習
● 尾﨑　隆宏
● 小山　富見男 (鳥取大学地域学部）

● 図画工作　● 3 - 2
● 新発見！湖山池の生き物たち
● 図画工作科における教師の働きかけと
　　　　　 子供同士の関わりによる子供の変容
● 堀　愛
● 武田　信吾 (関西学院大学）

● 算数　● 6 - 1
● 図形の拡大と縮小
● 数学的背景を考慮した探究的学習
● 前田　明彦
● 溝口　達也 (鳥取大学地域学部）

● 外国語　● 6 - 2
● He is famous. She is great.
● コミュニケーション能力を育成するための授業づくり
　　　　　～コミュニケーション活動に生きる個別最適な学び～
● 横山　由佳
● 青山　聡 (鳥取大学地域学部）



● 体育　● 2 - 1
● めざせ！マットあそびのたつ人
● 「個別最適な学び」のある体育学習の実践
             　　～児童の思考力・判断力・表現力の変容に着目して～
● 小林　祐介　● 関　耕二 (鳥取大学地域学部）

● 図画工作　● 2 - 2
● 音づくりフレンズ
● 主体的に活動し自らを高めようとする子供の
　 育成を目指した授業づくり ～言語活動を通して～
● 田中　雅子　● 佐藤　真菜（鳥取県立博物館）

● 音楽　● 4 - 1
● 旋律の特徴を感じ取ろう
● 個人の活動に着目した音楽鑑賞 
　　　         ～タブレット端末の活用に着目して～  
● 谷口　峻音　● 鈴木　慎一朗 (鳥取大学地域学部）

● 書写　● 4 - 2
● 組み立て方（左右の部分）
● 自分の学びを調整し文字の整え方を探究する書写学習
           　　　～「整えて書くこと」につながる個別最適な学び～
● 繁内　靖彦　● 住川　英明（岐阜女子大学)

● 外国語　● 5 - 2
● I want to go to Italy.
● コミュニケーション能力を育成するための授業づくり
　　　　～コミュニケーション活動に生きる個別最適な学び～
                                     ● 津川　麻美　
                                     ● 青山　聡 (鳥取大学地域学部）

● 生活　● ワークショップ
● 探究的な学習の基礎をつくる生活科学習
● 西尾　牧子　
● 溝口　達也 (鳥取大学地域学部）

● 理科　● 5 - 1
● もののとけ方
● より妥当な考えをつくりだすことに向かう考察の仕方の工夫
　                                            ～考察の視点を示した指導を通して～
● 梅田　聡　● 泉　直志 (鳥取大学地域学部）

公開授業II ●教科・領域  ●学級  ●単元名・題材名  ●研究テーマ  ●授業者  ●共同研究者（敬称略）



参加費無料

お弁当が必要な方は事前申し込みになります。
（お弁当は、鳥取名物かにずしの予定です。）

お申し込みの締め切りは 10月20日( 金）です。

上履きは各自ご持参ください。

写真撮影・ビデオ撮影はできません。

指導案、資料等のダウンロードをお願いします。
URLはお申し込みいただいたメールアドレスにて
10月 25日までにお知らせします。

本研究大会は、 悪天候等の影響で休校措置がとられる場合
など、 予定している内容が変更になることがあります。 今後
の状況は適宜、 ホームページなどでお知らせいたします。

附属中学校    附属小学校

鳥取大学
徒歩の方は大学構内を通り抜けできます

至吉岡

至米子

至米子

至鳥取

至鳥取市街

至鳥取

至京都鳥取空港

鳥取商業高校
鳥取湖陵高校

湖山
小学校

鳥取大学前駅 湖山駅

山陰合同銀行

●　●　●　●　●　●　●　●　●

鳥取附属幼稚園

https://forms.gle/hQyZG7K8DxLZ1Ghb6

 お申し込みの締め切り

10月20日(金）
お申し込みはこちらから

・お申し込みについて

・お問い合わせ
〒680－0945　鳥取市湖山町南 4丁目１０１
TE L: 0857-31-5171・FAX : 0857-31-5172
E-mail　sho@fuzoku.tottori-u.ac.jp
HP　 https://sho.fuzoku.tottori-u.ac.jp/　
担当：大杉晃範

・会場までのご案内
JR 山陰本線鳥大前駅から徒歩約 10分　　
JR山陰本線鳥取駅から鳥大附属校行バス約 30分
鳥取空港からタクシー 5分
駐車場は本校の校舎北側です。
案内表示に従ってください。

鳥大正門

地域学部

共通教育棟
図書館

大学会館三浦古墳

附属中学校     　附属小学校

広報センター事務局

湖山池

鳥大正門

農学部

P


